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＜審査結果の要旨＞  

1.研究の概要 

 本研究は第 2 子を迎え入れるための母親に対する準備教育プログラムをインストラクショナルデ

ザインによる ADDIE モデルに基づき、準備教育プログラムを開発し、その効果を介入群（ ｎ＝ 31）

と対照群（ ｎ＝ 28）の比較で検証したものである。教育プログラムは 2回にわたる内容で、第 1

回 ： 妊 娠 中 期 の 準 備 教 育 の 内 容 と 方 法であり、第 2回 ： 妊 娠 後 期 の 準 備 教 

育 の 内 容で、それぞれ 60分の教育であった。教育の効果は、二元 配 置 分 散 分 析 の 結 果 、

介入群では第 1 子が第 2子に関心を示す行動が強化され、母親は 2 人 の 育 児 を ポ ジ テ ィ ブ 

に 捉 え ら れ ていた。開発した 教 育 プ ロ グ ラ ム は 経 産 婦 に 特 化 し た 2 人 の 同 

時 育 児 の 適 応 を 促 す 教 育プログラム としての一定の成果が認められた。 

 これまでに、第 2子を持つ母親への準備教育で実証されたものはなく、母親を対象に第 1 子と 第 

2 子 の 2 人 を 同 時 に 育 児 する為の 知 識 や 技 術 、態 度 の 獲 得が期待できる教育プ

ログラムが開発されたことは、健やかな家族形成への支援につながると考える。本研究は倫理的配慮

に問題はなかった。 

 

2.審査経過及び口頭試問 

 12月 11日に初回審査を小田原キャンパスと大田原キャンパスとを遠隔システムでつなぎ、開

催した。口頭試問では論文のテーマの適切性、デザインの妥当性、対象者及び対象者数の適切性、

統計的処理の妥当性、図表の正確さ、研究の限界、現場での活用可能性について質問を行った。

ほぼ、的確に回答できたが、一部不十分な部分もあり、わかりやすい論文構成に再編する必要も

あったため、上記内容について、論文への追加説明及び修正を求めた。 

 12 月 27 日に修正論文が提出された。対象者数がやや少ないこと及び第 1 子の年齢の偏りに関する

考察について記載が十分ではなかったため、再度論文の修正を求め、1月 11日に修正論文が出された。

的確に修正されていることを 3審査委員で確認した。 

 

3.合否判定 

以上の結果から、審査会の審査員全員は本論文が著者に博士（看護学）の学位を授与するに十分な

価値があるものと認めた。 
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